
夏休みも残りわずか・・・もうすぐ２学期です 

 

 

 

 

 

 

 

 

当たり前ではない毎日の生活～命の尊さについて～ 

 夏休み中、子どもたちが元気に過ごせているだろうかと毎日心配していましたが、今月上旬のテトル

による健康観察でほとんどの子どもたちが「元気です」とご回答いただき安心いたしました。 

保護者の皆様には、大変お忙しいところ、回答へのご協力ありがとうございました。 

 そのような中、今年の夏は「水の事故」「災害による事故」等のニュースを毎日目にし、心を痛めるこ

とが多かったように感じます。中でも、「令和８年熊本地震」そして先日の「千葉豪雨災害」は大変衝

撃でした。能登半島地震を経験し、この中海地区では豪雨災害も経験していますので、自然災害の

恐ろしさやその後の大変さをより強く感じます。今の日常が当たり前ではないということを改めて考え

させられる夏でもありました。一日も早い復旧復興を願うばかりです。 

 

このことを受けて、１学期末に校内で行った「平和集会」についてお知らせいたします。 

学校ホームページにも掲載しましたが、「命の尊さ」を実感した夏休みでしたので、より詳しい内容

の子どもたちの感想を裏面に掲載しました。平和集会ですので、子どもたちは「戦争と平和について」

考える時間でしたが、そこから「命の尊さ」や「当たり前ではない毎日の生活」につなげている子がた

くさんおり、一人ひとりにとって大切な時間となりました。 

 

 

 

 

 

  

長い夏休みもあっという間に過ぎ、残り１週間を切りました。どんな夏休みを過ごされたでしょうか。 

  連日、報道等では「暑い、暑い・・・」ばかりでしたが、心身ともにリフレッシュし、成長できた夏休み

だったことを願います。 

  今日の全校登校日から、少しずつ２学期に向けて体と生活のリズムを整えて、８月３１日（月）には

子どもたち全員が元気にスタートできるように、よろしくお願いいたします。 
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中海小だより
校長 中川 洋子 

平和集会 

学年に応じ、戦争に関する絵本の読み聞かせを行い、

「戦争と平和について」考える時間をもちました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

せんそうは、こわいです。へいわは、たのしいです。せんそうは、わるいもの。（１年生） 

せんそうは、こどもがへいわにすごせない。へいわは、かぞくとともだちであそんですごせるから、せんそ

うは、やらないほうがいいよ。（１年生） 

せんそうをとめるには、げんしばくだんをおとすのはやめて、せんそうをやめる。そうすると、へいわにな

ると思いました。（２年生） 

けんかをしてもせんそうにならないためには、けんかをしてもすぐ「ごめんなさい」や「すみません」をい

えば、せかいがどのくにもへいわになると思いました。（２年生） 

今から８０年まえに、小学校にとっこうきがとんでいて、子どもたちはバンザイといっていたけど、それは

さいごのわかれだと分かりました。（３年生） 

ぼくは、すみれ島の本を読んで、とっこうきは半分のねんりょうしかないから、もうかえって来られないか

らかなしかったです。あと、どんどん人が死んでいったのがかなしかったです。（３年生） 

戦争は、本当はあってはいけないけど、「なんで戦争をやめないの」「なんでばくだんをおとして家など

をこわすの」とぎもんに思いました。平和がおとずれるのをねがおうと思いました。（４年生） 

戦争で、おりがこわれてゾウがにげて家や建物がこわれてしまうから、ゾウ３とうをころしたのがかわい

そうでした。戦争は、国と国が大きなけんかをしているとわかりました。この学習で、今つらい人がいる

のかもしれないと思いました。ふつうに遊べること、家族といられることはあたりまえじゃないとわかりま

した。（４年生） 

私は、この話を読んでとても幸せに生きているんだなあと感じました。毎日おいしいご飯が食べられ

て、遊べて、ねる事ができて、昔の人にはしたくてもできない生活がつづいて悲しいなと感じました。私

は、これからこの生活があたりまえじゃない事、すべてにかんしゃしてこれからの人生を生きていきたい

です。いま、戦争をしている国は何かあったのかもしれないけど、戦争はぜったいによくない事しかない

から、戦争は日本じゃなくてもやめてほしいなと思います。（５年生） 

平和学習をして、学校にいることや帰る家があることが幸せだと分かりました。げんばくが落とされ、お

母さんが息子を探している所が心に残りました。息子は見つからなかったけど、黒いべんとうだけ見つ

かったということがとてもかわいそうでした。べんとうをもっていった息子が今日最後だったということ

がかわいそうだと思いました。戦争をしていると、大切な人とも会えなくなったり、学校へ行けなくなった

り、友達と遊べなくなったりする。こう思えば、今、自分がとても幸せだと感じました。これからは、平和の

ことを深く考えたいと思いました。そして、今、自分が幸せだと思っておきたいです。（６年生） 


